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研究成果の概要： 

本研究において、上顎臼歯部インプラント埋入前の骨造成の際においてβ―TCP を用いた新

生骨は術後 6 ヶ月の段階において、生物学的にもインプラント埋入に十分な成熟度を持ってお

り、また、インプラント埋入後にもさらに骨の成熟が期待できることが確認された。このこと

は、上顎臼歯部骨移植の際に必要な自家骨の採取を軽減させることができるだけでなく、さら

に、骨代替材料として今後更なる発展を期待できる結果であった。 
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１．研究開始当初の背景 
 上顎臼歯部インプラント治療に際して、骨
の高さ、幅の減少に伴い骨移植を余儀なくさ
れることは多い。その骨移植に際して、代替
骨が使用できれば、患者のドナーサイトへの
侵襲は少なくすむことは明白である。しかし、
口腔領域における骨代替材料としてのβ―
TCP の科学的証明はなく、β―TCP の骨代替
材料としての科学的根拠が必要であった。 
 
 
 

２．研究の目的 
 β-tricalcium phosphate particles を用
いた骨造生における新生骨の生化学的評価。 
 
３．研究の方法 
研究の方法 
今回の研究は、β-TCP及び口腔内より採骨

された自家骨を１：１で混合させ上顎洞低挙
上術に使用し６ヵ月後のインプラント埋入
時に骨生検を行い、得られた新生骨を骨分化
マーカーにて免疫染色し成熟度の検討を行
う。また、３次元的画像解析ソフト Simplant
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にて新生骨の量を計測し検討をおこなった。 
以上の臨床的検討は九州歯科大学倫理委

員会にて承認された術式であり、術前に同意
が得られた患者のみ対象とした。 
 
対象患者 

・４０～６０歳までの患者で上顎臼歯部に
インプラントを予定してるが骨量の不足
が顕著な症例 
・インプラント埋入と骨造生を分けて行な
わなければならない症例術前に今回の臨
床研究の目的および検討方法等を説明し
同意の得られた症例 

 
方法・術式 
（１）術前のパノラマⅩ線撮影、CT撮影を行
い上顎臼歯部の骨量の検討（Simplant） 

静脈内鎮静法下に上顎洞底挙上術を行な
う。術式は Trap door technique にておこ
なう。 移植骨は β-TCP及び口腔内より採
骨された自家骨を１：１で混合させたものを
使用し上顎洞に移植。 
 
（２）術後１，３，６ヶ月目にパノラマⅩ線
にて移植骨の評価を行い、６ヶ月目には CT
による再評価を行なった。 
 
（３）術後６ヶ月目の評価で問題ない場合、
インプラントの埋入を行なう。使用インプラ
ントは ASTRAインプラントを用い、インプラ
ント埋入予定部位より３．５mmのトレフィン
バーにて採骨を行い骨生検を行なう。組織切
片作成および免疫染色に関して特殊機材を
要する為、クレハ分析センターに依頼し組織
切片の作成を行なう。染色については以下に
示す酵素、タンパクについて染色を行なった。 
 
・Cbfa1/RANX2；骨形成初期の骨分化マーカ
ーであり骨が成熟段階にあることを示唆す
るものである。 
・Osteocalcin；骨形成中期の骨分化マーカ
ーであり骨が成熟段階にあることを示唆す
るものである。 
 
４．研究成果 
 本研究において、１０例の患者の同意、研
究資料採取を行なうことが可能であった。 
なお、全例において感染等の異常経過をたど
るものは無かった。 
 結果、全例においてインプラント埋入に十
分な新生骨量の確保が可能であり平均１２
ｍｍであった。 

また、採取された骨の生物学的な特徴とし
て、RUNX2,Osteocalcin に陽性であった。ま
た、興味深いことに、母骨や、唇側骨膜に近
いほど骨の形成量は多くまた、RUNX2、
Osteocalcin 陽性細胞についても多い結果が

得られた。このことは、新生骨が均一に成熟
するのではなく、母骨、骨膜に近いほうより
成熟することが確認された。また、インプラ
ント埋入後も成熟することが予想され、まさ
にβ―TCPが骨代替材料として有用であるこ
とが確認された結果となった。 
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